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研究成果の概要（和文）：失語や記憶障害、認知機能低下等の高次脳機能障害は、日常生活能力低下や遂行機能障害等
を来たし、就労の妨げになったり過度の負担のため実生活に戻れない等、社会復帰への大きな障害に直結する問題とし
て注目されている。これらの病態を客観的評価する脳機能画像診断法として従来よりPETやSPECT等の核医学検査が臨床
応用されているが検査設備を有する施設の不足や高額な検査費用から全患者での頻回な評価は難しい。ASL－MRI(ｱｰﾃﾘｱ
ﾙ・ｽﾋﾟﾝ・ﾗﾍﾞﾘﾝｸﾞ；ASL）は非侵襲性に脳血流量を測定するMRI画像診断法であり、これを核医学検査に代わる画像評価
法として活用する方法を探索し具現化を目指す研究を行った。

研究成果の概要（英文）：Higher brain dysfunctions such as decreased cognitive function, aphasia or memory 
impairment cause daily life disability or executive function impairment, which leads difficulty to have 
work opportunities or return to uneventful life because of excessive burden. This fact has drawn 
considerable attention as one of social issues. PET or SPECT as conventional brain function nuclear 
medicine examinations cannot be frequently performed in all patients because of expensive examinations 
costs and limited spread of equipments. ASL-MRI is one of MRI imaging methods measuring cerebral blood 
flow non-invasively. We explored the utility of ASL-MRI as an alternative imaging methods for evaluating 
higher brain dysfunctions.

研究分野： 神経放射線診断
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１．研究開始当初の背景 
失語や記憶障害、認知機能低下等の高次脳
機能障害は、日常生活能力低下や遂行機能
障害等を来たし、就労の妨げになったり過
度の負担のため実生活に戻れない等、社会
復帰への大きな障害に直結する問題として
注目されている。これらの病態を客観的評
価する脳機能画像診断法として従来より
PETやSPECT等の核医学検査が臨床応用
されているが検査設備を有する施設の不足
や高額な検査費用から全患者での頻回な評
価は難しい。ASL－MRI(ｱｰﾃﾘｱﾙ・ｽﾋﾟﾝ・ﾗ
ﾍﾞﾘﾝｸﾞ；ASL）は非侵襲性に脳血流量を測
定する MRI 画像診断法であり、核医学検
査に代わる画像評価法として活用する方法
を探索し具現化を目指す研究を行った。 
２．研究の目的 
高次脳機能障害の脳機能画像診断として
ASL－MRI を活用する方法を探索し具現
化を目指す研究 
３．研究の方法 
ASL-MRI の特質について基礎的研究を行い、
総説として論文発表を行った。高次脳機能障
害を来し得るもやもや病、脳内出血、脳梗塞、
髄膜脳炎についてのASL-MRIの有用性を研究
し学会・論文発表を行った。また、他の研究
者の研究支援連携を行い、共同演者として学
会・論文発表を行った。 
４．研究成果 
高次脳機能障害の脳機能画像診断として
ASL－MRI を活用する方法を明らかにし
た。今後は妥当性研究をする必要がある。 
５．主な発表論文等 
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